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小学校（高学年）がスマートフォンを街中で操作して

いる光景を見かけることが珍しくなくなってきている．

加えて，小学生によるデマの拡散や不特定多数への個人

情報の公開といった事例が報告されている．小学校では

SNS 事業者や教育出版会社が提供している教育教材を用

いた情報モラル教育が行われているが，受動的な教育に

なりやすく実践的な対処方法を教授しにくい． 

能動的な授業態度を促す方法の 1つとしてゲーミフィ

ケーションがある．デジタルゲームにゲーミフィケーシ

ョンを採り入れる利点として，「ゲーム内に現実世界を模

した仮想空間を作ることが容易」であり現実世界で体験

することが困難な内容を教授できる点がある[1]．  

本稿では，ゲーミフィケーションを活用し，高学年を

対象にした「情報の正確性を判断する能力」と「個人情

報を正しく取り扱う能力」を養う教育ゲームを開発する． 

本ゲームは学校教育の中で行われることを前提とし

ているため，文部科学省が推奨している「主体的・対話

的で深い学び[2]」を満たす演出を採り入れた（演出が満

たす条件を表 1に示す）．また，本ゲームは多くの小学校

で普及しているパソコン上で動作するゲームとし，ジャ

ンルはノベルゲームとして開発した．これは，ノベルゲ

ームは「選択肢を選びながら文章を読み進める」という

単純な操作でプレイでき，学習者にとって直感的かつ事

前の説明を必要としないからである． 
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表 1．「主体的・対話的で深い学び」6つの条件[3] 

 内 容 

条件1 そのゲームに意欲・関心を持てるようにする 

条件2 学習者が自己のキャリア形成と関連付けられる 

条件3 多様な人々と対話をしながら進める 

条件4 一手ずつ熟考しながら進める 

条件5 自己の活動を振り返ることができる 

条件6 教科内容についてふさわしい活動が促される 

 

被験者を対象としたアンケート調査の結果，条件 2か

ら条件 6については概ねポジティブな回答が得られたこ

とから，ゲームは当該条件を満足していると考えられる． 

一方で，「パソコンが難しそう」との考えからゲーム

プレイに至らなかった被験者が数名いたことから，当該

ゲームは条件 1を満たすには至っていない．このため，

プレイ環境（パソコン）に対する先入観を取り除く方法

を取り入れたり，高学年になじみのあるスマートフォン

やタブレット端末上で動作するゲームを開発したりする

ことを検討している． 
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